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近年，わが国の若い女性は，エネルギーや各種栄養素の
摂取量が必要量を下回る者や，朝食を欠食する者が多くみ
られる1）。妊娠・授乳期における栄養摂取状態が児の発育
や予後に影響するだけでなく，児の成長後にも影響するこ
とが明らかになってきている2）。水溶性ビタミンのビオチ
ン欠乏症について皮膚炎，脱毛，中枢神経系障害などが知
られている。ビオチンについて，第六次改定日本人の栄養
所要量食事摂取基準で初めてビオチン摂取基準が定められ
た。ビオチン所要量は，成人で 30 µg，妊婦付加量 0 µg，
授乳婦付加量 5 µg とした3）。また日本人の食事摂取基準
（2005 年版）におけるビオチンの目安量は，成人で 45 µg/日，
妊婦付加量 2 µg/日，授乳婦付加量 4 µg/日である4）。現在，
日本人の食事摂取基準（2010 年版）におけるビオチンの目
安量は，成人で 50 µg/日で妊婦付加量 2 µg/日，授乳婦付
加量 5 µg/日である5）。妊婦において，妊娠後期に尿中の
ビオチン排泄量および血清ビオチン量が低下することや有
機酸が増加することが報告されていることから6）妊娠はビ
オチンの要求量を増大させるものと考えられる。しかしな
がら，どの程度付加すべきであるかというデータはない5）。
そこで本研究では，神戸市内にある産婦人科に通院し，
妊娠から出産までの妊産婦 39 名を対象に，妊娠初期（16

週未満）・中期（16～28 週未満）・末期（28 週以降）に食
物摂取頻度調査をし，ビオチン・エネルギー・タンパク質
の摂取量について検討した。

実験方法

1．対象者
対象者は，妊娠から出産までの妊産婦 39名（初産婦 15名，
経産婦 24名）であり，年齢平均 31.2 ± 4.3 歳，身長平均
159.0 ± 4.8 cm，体重平均 51.0 ± 5.6 kg，ＢＭＩ平均 20.1 ± 1.7
である。対象者の内訳は，初産婦15名（年齢30.0 ± 4.7歳・
身長 157.8 ± 4.4 cm，体重 50.4 ± 4.1 kg，ＢＭＩ20.1 ± 1.7），
うち，妊娠初期 12名・妊娠中期 12名・妊娠末期 12名。
経産婦 24名（年齢 32.3 ± 3.9 歳・身長 159.9 ± 5.0 cm，体重
51.4 ± 6.4 kg，BMI 20.1 ± 2.0），うち，妊娠初期 23名・妊
娠中期 19名・妊娠末期 15名である。被験者には，医師に
よるインフォームドコンセントをし，同意を得た。

2．食物頻度摂取調査
調査期間は，2007 年 2 月～2008 年 2 月に実施した。食
物頻度摂取調査は，妊娠初期・中期・末期の 3回実施し，
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自己記入式にした。

3．統計学的解析
データの集計・解析にはエクセル統計（マイクロソフト
㈱，東京），SPSS for Windows 13.0J，t-検定を用いた。
ビオチン摂取量の算出は，東京都栄養調査表を参照し，妊
娠初期・中期・末期におけるビオチン摂取量の差異につい
て分析した。分析値は , すべて平均値 ±標準偏差（SD）
で示した。

結　果

ビオチン摂取量について，ビオチン摂取量平均は妊娠初
期 36.5 µg・中期 34.8 µg・末期 35.2 µg であった。妊娠期
間中のビオチン摂取量平均は 36.0±7.2 µg/日であり，妊
娠初期から末期にかけてほとんど差はない。日本人の食事
摂取基準（2010 年版）のビオチン目安量 50.0 µg + 2 µg と
比較すると，妊娠初期 -15.5 µg，中期 -17.2 µg，末期
-16.8 µg と摂取量は少ない。
Fig. １は，初産婦と経産婦におけるビオチン摂取量をま
とめたものである。初産婦のビオチン摂取量の平均は妊娠
初期 35.7 µg・中期 36.2 µg・末期 31.8 µg であった。妊娠
中期から末期にかけて低下傾向がみられた。ビオチン目安
量と比較すると，妊娠初期 -16.3 µg，中期 -15.8 µg，末期
-20.2 µg と摂取量は少ない。経産婦のビオチン摂取量の平
均は妊娠初期 37.0 µg・中期 34.1 µg・末期 37.1 µg であっ
た。妊娠初期と中期に有意差（p<0.05）が認められた。妊
娠初期から中期にかけてわずかではあるが低下傾向がみら
れ，妊娠中期から末期にかけて増加傾向がみられた。ビオ
チン目安量と比較すると，妊娠初期 -15.0 µg，中期
-17.9 µg，末期 -14.9 µg と摂取量は少ない。
エネルギー摂取量について，エネルギー摂取量平均は妊
娠初期 1,735 kcal・中期 1,705 kcal・末期 1,746 kcal であった。
妊娠期間中のエネルギー摂取量平均は 1,728±382 kcal/日で
あり，妊娠初期から末期にかけてほとんど差はない。日本

人の食事摂取基準（2010 年版）成人女性（18～29歳）のエネ
ルギー推定平均必要量は，身体活動レベルⅡで妊娠初期
2,000 kcal・中期 2,200 kcal・末期 2,400 kcal である。30～49
歳は，妊娠初期 2,050 kcal・中期 2,250 kcal・末期 2,450 kcal
である。エネルギー推定平均必要量（18～29歳）と比較す
ると，妊娠初期 -265 kcal・中期 -495 kcal・末期 -654 kcal
と摂取量は少ない。
Fig. 2 は，初産婦と経産婦におけるエネルギー摂取量を
まとめたものである。初産婦のエネルギー摂取量平均は妊
娠初期 1,628 kcal・中期 1,691 kcal・末期 1,571 kcal であっ
た。エネルギー推定平均必要量と比較すると，妊娠初期
-372 kcal・中期 -509 kcal・末期 -829 kcal と摂取量は少な
い。経産婦のエネルギー摂取量平均は妊娠初期
1,799 kcal・中期 1,712 kcal・末期 1,850 kcal であった。エネ
ルギー推定平均必要量と比較すると，妊娠初期 -201 kcal・
中期 -488 kcal・末期 -550 kcal と摂取量は少ない。とくに，
初産婦に少ない傾向がみられた。
タンパク質摂取量について，タンパク質摂取量平均は妊
娠初期 59.0 g・中期 57.7 g・末期 60.3 g であった。妊娠期
間中のタンパク質摂取量平均は 59.0 ±17.2 g/日であり，妊
娠初期から末期にかけてほとんど差はない。日本人の食事
摂取基準（2010 年版）タンパク質推奨量妊娠初期 50 g・
中期 55 g・末期 75 g と比較すると，妊娠初期 9.0 g・中期
2.7 g・末期 -14.7 g と初期，中期は充足しているが末期は
摂取量が少ない。
Fig. 3 は，初産婦と経産婦におけるタンパク質摂取量を
まとめたものである。初産婦のタンパク質摂取量平均は妊
娠初期 56.2 g・中期 58.0 g・末期 55.6 g であった。タンパ
ク質推奨量と比較すると，妊娠初期 6.2 g・中期 3.0 g・末
期 -19.4 g と末期以外は充足している。経産婦のタンパク
質摂取量平均は妊娠初期 60.8 g・中期 57.5 g・末期 63.1 g
であった。タンパク質推奨量と比較すると，妊娠初期
10.8 g・中期 2.5 g・末期 -11.9 g と末期以外は充足してい
る。
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Fig. 1  The diff erence of biotin intake level between primipara and multipara.
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結　論

妊娠期におけるビオチン摂取量について，妊娠期間の摂取
量平均は 36 ± 7.2 µg であり，ビオチン目安量 50 µg+2 µg
と比較すると摂取量は少ない。食物頻度調査における妊婦の
エネルギー・タンパク質摂取量は，エネルギー摂取量平均
は 1,728 ± 382 kcal/日であり，エネルギー推定平均必要量
（妊娠初期 2,000 kcal・中期 2,200 kcal・末期 2,400 kcal）と
比較すると摂取量は少ない。タンパク質摂取量平均は 59.0
± 17.2 g/日であり，タンパク質推奨量（妊娠初期 50 g・中
期 55 g・末期 75 g）と比較すると，妊娠初期，中期は充足
しているが，末期は摂取量が少ない。妊婦において，妊娠
後期に尿中のビオチン排泄量および血清ビオチン量が低下
することから，中枢神経系障害を予防するためにも，エネ
ルギーは妊娠初期から，タンパク質は妊娠中期から末期に
かけて摂取する必要がある。

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

First trimester　 Second　trimester Third　trimester

(k
c
a
l)

Primipara

Multipara

Energy requirement

Fig. 2   The change of energy requirement in each trimester between 
primipara and multipara.
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Fig. 3   The diff erence of protein intake level in each trimester between 
primipara and multipara.
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